
因
泥
議
長
挨
拶
（
要
旨
） 

年
初
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
以
降
、
八
月
の
日
向
灘
地
震
で
は
、
気
象
庁
が
初

め
て
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
を
発
表
し
、
国
民
生
活
に
緊
張
が
走
り
ま
し
た
。
能

登
半
島
地
震
の
被
災
地
で
は
、
未
だ
に
復
興
が
ま
ま
な
ら
い
中
で
追
い
打
ち
を
か
け
る

よ
う
に
記
録
的
な
豪
雨
が
襲
い
、
多
く
の
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た

方
々
に
対
し
、
全
国
貨
物
協
議
会
を
代
表
し
、
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

第
一
の
課
題
、
政
治
を
め
ぐ
る
情
勢 

今
日
の
国
民
生
活
の
疲
弊
は
、
三
〇
年
に
わ
た
る
自
民
党
政
治
の
下
で
繰
り
返
さ
れ

た
失
政
に
よ
り
経
済
が
停
滞
し
、
そ
こ
に
追
い
打
ち
を
か
け
る
よ
う
な
形
で
物
価
高
騰

が
襲
い
掛
か
っ
て
い
る
こ
と
が
何
よ
り
の
原
因
で
す
。 

新
た
に
第
一
〇
二
代
内
閣
総
理
大
臣
に
就
任
し
た
石
破
茂
氏
は
、
就
任
後
の
所
信
表

明
演
説
で
岸
田
政
権
の
三
年
間
を
「
幅
広
い
分
野
で
具
体
的
な
成
果
が
実
っ
た
」
と
持

ち
上
げ
た
上
で
、
財
界
優
先
と
米
国
言
い
な
り
で
行
き
詰
ま
っ
た
政
治
を
全
面
継
承
す

る
こ
と
を
宣
言
し
ま
し
た
。
財
界
が
至
上
命
題
と
す
る
利
益
優
先
の
新
自
由
主
義
か
ら

の
転
換
を
目
指
し
、
政
治
闘
争
や
経
済
闘
争
の
強
化
、
地
球
環
境
問
題
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
を
は
じ
め
、
平
和
と
民
主
主
義
、
憲
法
を
守
る
闘
い
に
国
労
の
歴
史
と
綱
領
を
踏

ま
え
、
決
起
す
る
こ
と
を
訴
え
ま
す
。 

第
二
の
課
題
、
安
全
安
定
輸
送
の
確
保
、
労
働
条
件
改
善
の
闘
い 

Ｊ
Ｒ
体
制
三
七
年
が
経
過
し
た
中
で
、
国
鉄
債
務
処
理
法
の
改
正
に
基
づ
く
Ｊ
Ｒ
北

海
道
、
四
国
、
貨
物
へ
の
新
た
な
支
援
策
、
激
変
緩
和
措
置
と
し
て
設
け
ら
れ
た
承
継

特
例
は
、
各
社
の
置
か
れ
た
状
況
を
踏
ま
え
、
二
〇
三
〇
年
度
ま
で
支
援
を
継
続
拡
充

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
貨
物
会
社
は
物
流
の
二
〇
二
四
年
問
題
を
受
け
、
政
府

か
ら
鉄
道
へ
の
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
の
推
進
が
提
言
さ
れ
る
な
ど
追
い
風
を
受
け
、
二
〇

二
四
年
度
の
事
業
計
画
で
は
コ
ン
テ
ナ
収
入
一
一
七
八
億
円
、
積
載
率
七
二
％
の
数
値

目
標
を
設
定
し
、
鉄
道
事
業
黒
字
化
の
足
が
か
り
を
掴
も
う
と
し
て
い
ま
す
。 

こ
う
し
た
中
、
七
月
二
四
日
に
山
陽
線
新
山
口
駅
構
内
で
脱
線
事
故
が
発
生
し
ま
し

た
。
原
因
究
明
に
向
け
た
社
内
調
査
が
行
わ
れ
た
過
程
で
基
準
値
超
過
や
デ
ー
タ
改
ざ

ん
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
発
覚
し
ま
し
た
。
対
象
車
は
六
三
一
両
に
及
び
、
緊
急
点

検
に
伴
い
全
貨
物
列
車
を
停
止
さ
せ
全
国
の
物
流
に
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。 

一
〇
月
四
日
（
金
）、
全
国
貨
物
協
議
会
は

新
橋
交
通
ビ
ル
に
お
い
て
、
第
三
九
回
定
期

委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

今
委
員
会
に
は
、
委
員
を
は
じ
め
エ
リ
ア

代
表
・
来
賓
・
傍
聴
者
の
出
席
の
下
、
一
年

間
の
闘
い
の
総
括
と
職
場
に
お
け
る
労
働
条

件
改
善
を
は
じ
め
、「
人
事
・
賃
金
制
度
の
公

平
な
運
用
」「
安
全
・
安
心
な
職
場
環
境
の
確

立
」
「
安
全
輸
送
の
確
立
」
「
組
織
強
化
・
拡

大
」
「
鉄
道
貨
物
政
策
の
実
現
」
「
平
和
と
民

主
主
義
擁
護
の
発
展
」
な
ど
、
全
国
の
闘
い

を
教
訓
に
と
し
、
向
こ
う
一
年
間
の
闘
う
方

針
を
確
立
し
ま
し
た
。 

委
員
会
は
工
藤
副
議
長
に
よ
る
開
会
あ
い

さ
つ
に
始
ま
り
、
議
長
に
は
関
西
エ
リ
ア
選

出
、
熊
野
委
員
を
選
出
し
、
委
員
会
次
第
に

基
づ
き
議
事
進
行
を
行
い
ま
し
た
。 

定
期
委
員
会
開
催
に
あ
た
り
、
因
泥
議
長

か
ら
全
国
貨
物
協
議
会
を
代
表
し
て
挨
拶
を

行
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
国
労
本
部
か
ら
は
、
木
村
副
委
員

長
、
鈴
木
組
織
部
長
が
来
賓
と
し
て
出
席
さ

れ
、
代
表
し
て
木
村
副
委
員
長
か
ら
挨
拶
を

受
け
ま
し
た
。 

二
〇
二
三
年
度
経
過
報
告
及
び
二
〇
二
四

年
度
運
動
方
針
（
案
）
を
一
括
し
て
提
起
し
、

一
一
名
の
委
員
か
ら
発
言
を
受
け
、
活
発
な

討
論
を
行
い
、
二
〇
二
四
年
度
の
活
動
方
針

を
確
立
し
ま
し
た
。 



 

【
委
員
発
言
（
要
旨
）】 

・
関
西
広
島
（
長
尾
委
員
） 

輪
軸
不
正
問
題
は
、
な
ぜ
、
独
断
で

作
業
を
行
い
班
長
や
助
役
に
相
談
や

報
告
を
し
な
か
っ
た
の
か
。
国
鉄
時
代

は
規
定
値
を
オ
ー
バ
ー
し
た
大
歯
車

や
車
軸
は
新
品
に
交
換
し
て
い
た
。 

・
北
海
道
札
幌
（
佐
々
木
委
員
） 

輪
西
で
は
基
準
数
値
の
超
過
が
判

明
。
Ｊ
Ｉ
Ｓ
工
業
規
格
で
定
め
ら
れ
た

参
考
数
値
だ
が
、
検
査
記
録
に
圧
入
デ

ー
タ
の
記
入
欄
が
な
か
っ
た
。
作
業
に

関
す
る
技
術
的
知
識
や
危
機
感
が
な

い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。 

・
東
北
仙
台
（
木
元
委
員
） 

来
年
三
月
で
全
員
シ
ニ
ア
に
な
る
。

同
じ
貨
物
会
社
の
中
、
会
社
都
合
で
継

続
雇
用
、
契
約
満
了
と
な
る
の
は
お
か

し
い
。 

・
関
東
東
京
（
北
岡
委
員
） 

輪
軸
不
正
や
異
常
気
象
を
受
け
て

年
末
手
当
は
大
丈
夫
な
の
か
と
い
う

声
が
出
て
い
る
。
社
員
の
声
を
会
社
に

ぶ
つ
け
て
賃
上
げ
を
勝
ち
取
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。 

・
関
西
近
畿
（
萩
田
委
員
） 

新
し
い
人
事
制
度
の
導
入
か
ら
五

年
。
ま
じ
め
に
働
く
社
員
の
評
価
が
き

ち
ん
と
で
き
て
い
る
の
か
不
満
と
疑

問
の
声
が
出
て
い
る
。 

鉄
道
会
社
と
し
て
最
優
先
す
る
べ
き
も
の
は
、
何
よ
り
も
安
全
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま

で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
組
織
に
浸
透
す
る
問
題
と
し
て
、
不
正
を
行
っ
て
き
た
根
本
の
原

因
を
個
人
の
責
任
と
す
る
こ
と
な
く
、
企
業
と
し
て
の
責
任
を
明
確
に
さ
せ
て
い
か
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。 

 

貨
物
会
社
は
、
経
営
課
題
を
前
面
に
、
１８
年
間
に
も
及
び
ベ
ア
を
見
送
り
、
期
末
手
当

は
経
営
課
題
や
計
画
未
達
成
を
理
由
に
そ
の
都
度
、
都
合
の
良
い
物
差
し
で
過
去
の
実
績

を
持
ち
出
し
て
は
低
額
の
支
給
を
繰
り
返
す
な
ど
、
会
社
利
益
を
最
優
先
す
る
姿
勢
を
鮮

明
に
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
春
闘
で
は
平
均
1800
円
の
ベ
ア
を
回
答
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
官

製
春
闘
と
批
判
さ
れ
る
中
に
お
い
て
も
全
国
の
仲
間
が
地
方
職
場
で
粘
り
強
く
闘
っ
た

成
果
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
そ
の
額
は
物
価
高
騰
で
苦
し
む
社
員
と
家
族
の
生
活
改
善
に

は
程
遠
い
も
の
で
大
幅
な
賃
上
げ
を
求
め
る
闘
い
は
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

第
三
の
課
題
、
組
織
・
強
化
拡
大 

要
求
実
現
に
向
け
て
、
組
織
の
強
化
・
拡
大
が
喫
緊
の
最
重
要
課
題
で
あ
る
こ
と
は
全

体
の
共
通
認
識
で
あ
り
ま
す
。
組
織
減
少
に
伴
い
、
今
後
の
組
織
の
推
移
や
担
い
手
の
育

成
な
ど
課
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
。
一
方
で
今
年
も
取
り
組
ん
だ
春
闘
署
名
の
取
り
組
み

で
は
、
職
場
で
の
闘
い
の
中
か
ら
一
〇
八
六
筆
を
集
約
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
の
取
り
組
み
の
中
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
職
場
の
不
満
は
増
大
し
て
お
り
、
我
々

一
人
ひ
と
り
の
決
意
次
第
で
展
望
は
開
け
ま
す
。 

一
〇
月
一
七
日
に
は
、
二
〇
二
四
年
度
年
末
手
当
の
支
払
い
に
つ
い
て
「
基
準
内
賃
金

の
三
・
〇
か
月
分
」
の
支
払
い
を
貨
物
会
社
に
申
し
入
れ
ま
す
。
世
界
情
勢
の
変
化
や
経

済
政
策
に
端
を
発
し
た
物
価
高
騰
、
度
重
な
る
自
然
災
害
に
よ
る
輸
送
量
の
低
下
、
輪
軸

一
斉
点
検
に
よ
る
運
休
の
影
響
な
ど
、
様
々
な
理
由
を
持
ち
出
し
て
は
厳
し
さ
を
強
調
し

て
く
る
こ
と
は
容
易
に
想
定
さ
れ
ま
す
。
日
々
の
生
活
が
一
層
厳
し
さ
を
増
す
中
で
の
取

り
組
み
と
な
り
ま
す
が
、
一
歩
も
譲
る
こ
と
の
な
い
重
要
な
課
題
と
し
て
、
さ
ら
な
る
職

場
か
ら
の
奮
闘
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

今
、
定
期
委
員
会
は
、
職
場
を
基
礎
に
要
求
の
掘
り
起
こ
し
を
行
い
、
労
働
条
件
の
改

善
を
図
り
な
が
ら
、
組
織
の
強
化
は
無
論
、
貨
物
協
議
会
の
さ
ら
な
る
前
進
に
向
け
た
委

員
会
と
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
も
、
総
団
結
を
図
り
建
設
的
な
討
論
を

要
請
し
ま
し
て
、
委
員
会
開
催
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 

・
関
東
東
京
（
松
本
委
員
） 

女
性
社
員
に
対
す
る
職
場
設
備
の
設
置
が
遅

れ
て
い
る
。
女
性
が
安
心
し
て
働
く
こ
と
が
で

き
る
職
場
環
境
の
整
備
が
重
要
で
あ
る
。 

・
関
東
高
崎
（
寺
嶌
委
員
） 

Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
発
表
し
た
不
採
算
路
線
に
上

越
線
が
含
ま
れ
て
い
る
。
貨
物
輸
送
の
動
脈
で

あ
り
、
地
方
路
線
を
守
る
取
り
組
み
が
重
要
と

な
っ
て
い
る
。 

・
東
海
静
岡
（
芹
澤
委
員
） 

春
闘
署
名
で
組
合
員
数
を
上
回
る
協
力
を
受

け
た
。
今
の
会
社
の
考
え
方
で
は
、
見
習
で
も

要
員
は
満
た
さ
れ
て
い
る
と
し
て
い
る
の
は
お

か
し
い
、
病
気
や
ケ
ガ
、
介
護
を
考
慮
し
て
い

な
い
。 

・
関
東
千
葉
（
斎
藤
委
員
） 

千
葉
機
関
区
の
将
来
展
望
に
つ
い
て
交
渉
し

た
。
三
〇
年
以
上
新
採
を
配
属
せ
ず
、
本
社
権

限
事
項
と
し
て
逃
げ
て
い
る
。
次
期
改
正
で
要

員
不
足
に
な
る
こ
と
は
明
ら
か
な
の
で
、
技
術

継
承
の
点
か
ら
も
早
急
に
改
善
を
。 

・
関
東
長
野
（
堀
内
委
員
） 

秋
期
に
落
ち
葉
が
原
因
で
空
転
が
発
生
し
、

旅
客
列
車
に
も
影
響
が
出
て
い
る
の
で
空
転
対

策
の
申
し
入
れ
を
現
場
長
に
行
っ
て
き
た
。 

・
関
東
東
京
（
大
石
委
員
） 

シ
ニ
ア
の
運
転
士
は
静
岡
ま
で
行
く
こ
と
な

く
、
地
回
り
仕
業
と
な
っ
て
い
る
。
心
身
に
負

担
が
か
か
ら
な
い
乗
務
と
な
る
よ
う
、
乗
務
線

区
の
拡
大
に
つ
な
が
る
こ
と
の
無
い
よ
う
に
会

社
に
求
め
て
い
く
。 


